
1．モペッ・サンクチュアリ・ネットワーク

2012/6/10 高木基金 成果発表会配付資料

【調査研究・研修の概要】（調査研究・研修のねらい・手法・成果など）

当ネットワークは、紋別在住のアイヌ漁師である畠山敏氏の思いを共有したメンバーによって、地域の自然環境を保全・活用し

ながらアイヌ民族の権利回復をうながし、持続可能な共生社会を実現していくために結成された。当ネットワークの結成と前後し

て、モベツ川支流の豊岡川水源域における産業廃棄物最終処分場の建設問題が浮上、モベツ川および豊岡川で遡上・産卵する野生

種である可能性の高いサケに与える影響が懸念されたため、河川環境調査を実施した。

水質調査については、モベツ川およびその支流である豊岡川、元丘川の計７地点で実施、また９月には豊岡川にて底生生物調査

を実施した。この結果、産廃施設操業前の豊岡川の水質は良好であり、底生生物調査では北海道レッドデータ希少種の存在も確認

された。一方、既存の廃棄物処分場が上流部にある元丘川や、モベツ川中流の金山開発による沈殿池からの排水が漏れ出ている地

点では河川の汚染が確認され、流域における廃棄物の存在が河川環境に悪影響を及ぼしていることが確認された。

【調査研究・研修の経過】（取り組みの具体的な経過：主要な出来事のみ）

2011年７月：水質調査（モベツ川水系７地点）

同年９月：水質調査（モベツ川水系７地点）底生生物調査（豊岡川１地点）

同年11月：水質調査（モベツ川水系７地点）水況調査（豊岡川全流域）

聞き取り調査（紋別市博物館佐藤館長／畠山敏氏）

2012年２月：オホーツク・紋別ＥＳＤセミナー「海と大地の声を聞く」

（開催協力）

３月：公害防止協定の締結

問題となっている場所の地図あるいは写真など（あれば）

モベツ川（北海道紋別市）

【今後の展望など】

今後は、産廃処分場の操業開始が想定されることから、河川環境調査を継続しその影響を調べると共に、聞き取り・文献調査な

どを通じて地域のアイヌ民族の歴史・文化や環境との関わりについて可視化し、アイヌ民族の権利回復の必要性が広く社会に認知

されるよう発信していきたい。
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旅費 札幌⇔紋別往復、東京⇔紋別往復 171,200 170,000 1,200
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